
地元大学の協力により新規開発商品の機能評価と市場展開

Ａ社 （山形県）

山形県企業振興公社地
域コーディネーター(山形
県置賜総合支庁駐在)か
らの紹介。当社の米沢開
発センターが開発した新
型端末「Bishop」は非常
に汎用性が高い一方で
M2M端末市場は大手他
社のシェアが高く、新しい
市場開拓、ソリューション
の活用ニーズ発掘のた
め、山形大学工学部米
沢街中サテライトキャン
パス内に窓口を置くよろ
ず支援拠点窓口を訪ね
た。

１．相談のきっかけ

今回開発した「Bishop」端末の特
徴は、①OSにLinuxを採用、②
docomoのFOMA通信網を利用し
て、全国どこでも高速通信が可
能、③当社はMVNO（仮想移動
体通信事業者）でもあることから
業務用に特化した大容量・低料
金プランにも対応できる、④GPS
も標準搭載、と機能満載ながら
大きさは12cm×12cmとコンパク
トで同種M2M端末と比較して非
常に優れた機能であることが分
かった。一方、汎用性が高いた
めに何に使えば良いかを明確に
打ち出し、提案力を強化したうえ
で市場展開することが必要との
分析を行った。

２．課題整理・分析

・山形大学工学部の准教授はちょうどそのとき「センサデータ収集解析システム」を研究中で、「Bishop」の説
明を受けたところ、当該システムの遠隔監視に非常に向いている端末であることが判明した。ただちに試験機
の提供を行い共同で事業化検証にあたることになり新用途展開への大きなステップを踏み出した。

・また同研究者は「Bishop」の優れた機能と高い汎用性を評価、市場参入の足がかりとして学会での展示を提
案、当該年度山形大学で開催の電気関係学会展示会へ紹介してもらって出展することができた。

・電気関係学会東北支部連合大会展示会では、各地の大学研究者、企業関係者に「Bishop」の説明機会を得
て22名と名刺交換することができた。電気電子関係やセンサー関係での商談のほか、東北地方の大学から
はメディカル系での応用を検討したいとの案件もいただいた。そのほか、学会に参加した山形大学の別の複
数の助教からもリアルタイム通信などへの応用を考えたいとして、先の研究者とは別にもう2台「Bishop」を提
供することとなりあらたな用途の探索と市場展開が期待できることとなった。

＜相談者の声＞
ご紹介頂きましたご縁のお蔭をもちまして山大で行われた
「電気関係学会東北支部連合大会」の展示会に当社製品
のBishopを展示することになりました。業界の展示会参加
経験はありますが学会の展示会は初となり、社内的にも
効果があったと判断しております。

４．成果

３．解決策の提案

山形大学の研究シーズを探
索して工学部応用生命システ
ム工学科の研究室でセン
サー関連が専門の准教授と
の同行面談をマッチング支援。

商品説明を行い新型端末の
機能評価を受けるとともに、
学術的にどのような用途に向
いているかアドバイスを受け
るよう提案した。

すぐれた機能と高い汎用性を持つLinux搭載M2Mデバイスの市場展開に向けて


